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会議開催日時 令和 4 年 1 月 22 日（土）10：30～12：00 

開催場所 遠隔会議  

出席者 

（順不同、敬称略） 

松﨑 裕一、福澤 智、早水 俊樹、大野 孝、小島 一記、相川 昭仁 

福嶋 邦夫、濱田 剛、小川 謙一、北田 博雄、北村 要、加藤 綾子 

連記 宏徳、坂田 一也、山崎 宏文、江頭 勇 

大舘 昌男、高見澤 計夫、小泉 勘次、三井 和幸、吉田 憲司 

高田 英久、小林 宏史、綿本 智 

（ 計 24 名 ） 

配布資料 第 3 回幹事会議事録 

議事内容 司会(議事進行)：坂田 一也     記録者：連記 宏徳 

 

坂田一也総務委員長の司会で、以下の議題 (報告 /承認 )について、定刻通り開会した。  

 

（１）会長挨拶                            ＜松﨑会長＞  

（２）前回議事録の確認                ＜総務委員会 江頭副委員長＞  

（３）新幹事の推薦                         ＜福澤副会長＞  

   福澤副会長より新幹事として綿本智氏が推薦されて、全会一致で承認された。  

    氏名   ：綿本  智（福嶋会計監査による推薦）  

    卒年・学科：平成 30 年・情報環境学部  情報環境学科  

 

（４）プロジェクトからの報告              ＜各プロジェクトリーダー＞  

 

①定時総会・講演会PJ                   ＜濱田PJリーダー＞  

   定時総会・講演会の準備状況について、以下の通り報告があった。  

   ・開催日は 4 月 23 日（土）で確定した。懇親会は開催しない。  

・講演会のポスター、工学情報、足立区報の掲載内容を検討中である。  

   ・当日の絵コンテや時間割の作成、技術的な検討（映像・音声、オンライン配信等）  

    を進めている。参加申込の仕組み（メール、HP等）も作成中である。  

   ・リハーサルを 3 回（①2/26、②3/26、③4/9）実施する予定である。  

   ・当日の役割分担（講演会の司会）を決める必要がある。  

   ・講演会は校友会と協賛とする。  

 

②仕事研究セミナーPJ                   ＜相川PJリーダー＞  

   1 月 29 日（土）に開催予定となる仕事研究セミナーが、新型コロナウイルス感染防止  

対策（蔓延防止等重点措置）に伴い対面開催からリモート開催に変更となり、同窓会  

として支援できないことになったと報告があった。  
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③校友会のしおりPJ                    ＜加藤PJリーダー＞  

   校友会のしおりの準備状況について、以下の通り報告があった。  

   ・幹事に「校友会のしおり（案）」を募集して、2 名から回答（アイデア）があった。  

   ・このアイデアを含めて、しおりに掲載する内容をPJメンバーと検討していく。  

   ・しおりの「1 年間の行事の流れ」に掲載する素材（写真）の提出依頼があった。  

 

④校外研修会PJ                      ＜早水PJリーダー＞  

12 月 4 日（土）に実施された校外研修会について、以下の通り報告があった。  

・高い参加率（75%）であった。  

・研修と懇親会の状況について説明があり、盛況ぶりが報告された。特に懇親会の  

「私からの一言」は、1 人 1 分を予定していたが、1 分で終わらず時間延長した。  

・事後アンケート内容について、報告があった。  

・PJリーダー総括として、オンライン研修会は安価で参加率が高く効果も大きいこと  

から、年 1 回から年 2 回にするとの提案があり、今後、検討する。  

・PJメンバーから一言として、福嶋会計監査、小泉幹事、高見澤幹事、大舘幹事から  

前向きな感想とコメントがあった。  

 

⑤歴代会長会PJ                      ＜坂田PJリーダー＞  

歴代会長会の準備状況について、以下の通り報告があった。 

・会長が交代した年度に開催している。コロナ禍に伴いリモート開催となった。 

・出席者は、歴代会長、同窓会役員、PJメンバーとなる。 

・2 月 19 日（土）に実施する方向で進んでいる。 

 

⑥新幹事発掘PJ                      ＜福澤PJリーダー＞  

新幹事発掘PJの進捗状況について、以下の通り報告があった。  

・目的は、幹事会の安定的な運営に向けた基盤作りとなる。継続的に人材を発掘して  

より活発な組織作りに繋げていく。  

・初回のPJ会議を開催して、様々な観点から意見交換を行い、『公募する』『在校生の  

頃から関心を持ってもらう仕組みを作る』等のアイデアが出た。  

・単年度のPJではなく、来年度に具体的な対策を落とし込んでいく。  

 

⑦オンライン写真展                    ＜大野PJ補佐役員＞  

9 月～10 月に実施したオンライン写真展について、以下の通り報告があった。  

・同窓会ホームページに受賞作品と受賞者のコメントを掲載した。  

・工学情報にオンライン写真展の結果が掲載される予定であり、原稿を検討中となる。  

・工学情報には、校友会理事長賞と同窓会賞の受賞コメント、審査委員長 /PJリーダー  

の講評も掲載されるとの報告があった。  

 

⑧東京江戸歴史散歩（春の陣）               ＜大野PJ補佐役員＞  

今春に実施予定の東京江戸歴史散歩（春の陣）について、以下の通り報告があった。  

・コロナ禍に強いイベントであるため実施予定となる。  

・基本コンセプトは、桜を散策しつつ歴史が分かり歩き易いルートを検討中となる。  
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・2 つのルート「渋沢栄一資料館を回るルート」「多摩川を歩くルート」で検討を進め  

ている。歴史が分かる良いスポットを募集している。  

・日程の第一候補は 3 月 26 日 (土 )で決定した。雨天時の第二候補は後日決定する。  

 

（５）委員会からの報告                        ＜各委員長＞  

 

①事業委員会                         ＜濱田委員長＞  

特になし。  

 

②在学会員支援委員会                     ＜小川委員長＞  

TDUアイディアコンテストの審査結果について、以下の通り報告があった。  

・11 件中 5 件が 1 次審査を通過し、2 次審査で受賞したアイデアが紹介された。  

・4 つの観点（アイデアの質、実現性、発表の仕方、総合評価）から審査された。  

・大学同窓会賞は、『フードロスをゼロに「ZERO」』（アプリケーション）とした。  

・来年度の大学同窓会賞の選定方法について、明確な採点方式を検討していく。  

 

③広報委員会                         ＜加藤委員長＞  

ホームページの更新状況について、以下の通り報告があった。  

・オンライン写真展の情報を掲載した。  

・歴代会長名簿に相原前会長の記事を掲載した。  

・創立 70 周年記念事業に向けて、広報の掲載を開始した。  

 

④総務委員会                         ＜坂田委員長＞  

IT推進の進捗状況について、以下の通り報告があった。  

・グーグルドライブによるファイル共有を利用して、同窓会を運営していく。  

・ZOOM会議を利用する際は、メールで申し込みするよう改めて依頼があった。  

 

⑤創立 70 周年記念事業準備委員会                ＜福澤委員長＞  

創立 70 周年記念事業の準備状況について、以下の通り報告があった。  

・開催時期は、学園の授業および行事等の都合により、9 月～11 月とする方向で検討  

している。コロナ禍の影響も懸念されるが、3 月頃に確定する予定となる。  

・記念誌として、過去 10 年分の歩みの記録をPDFで作成を進めている。  

・記念誌に掲載する「同窓会への想い」の記事を卒業生全体に募集予定であり、幹事  

にも協力依頼があった。投稿フォームは追って連絡する。  

・来年度の既存イベントは、創立 70 周年記念の冠をつけて開催する。過去の講演会  

「はやぶさ 2 が帰ってきた」を再上映するイベントを開催予定である。  

＜大野副会長＞  

・大学同窓会をPRする動画を作るとの提案があり、今後、検討するとの説明があった。  

 

（６）その他  

次回の幹事会は、3 月 12 日（土）10 時半～12 時、遠隔会議により開催する。  

 

以上  


